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I Tp-13(P) 高齢者の動脈硬化と仕事
○山本学　井上久美子

(東京都立短期大学)

〔(社) 日本 家政学 会

目的　ライフスタイルの違いが動脈硬化の進展に及ぼす影響をみるため、今回は

常勤の仕事と動脈硬化の頻度との関係について検討した。

方法　対象はある健康保険組合で平成２年度に成人病検診を受診した60歳以上の732名で、
その内訳は常勤の男性551名、常勤の女性90名および家族検診を受診した女性91名である。

動脈硬化の判定には大動脈については胸部XP所見、小動脈についてはEKG所見を用いた。

結果　まず高齢者予備軍とみられる60-64歳でみると、大動脈硬化の出現率は常勤の男性

31. IX、女性26. 9%、家族の女性3. 1%で、家族の女性での出現率は他の２群と比較して明ら
かに低かった(Pく0.01)。またEKG異常の頻度でも常勤の男性32. 2%、女性25. 0X(こたいし家族

の女性の頻度は1 1. 1%で常勤の男性の頻度より有意に低かった(Pく0.01)。つぎに65-69歳で

みると、大動脈硬化の頻度は常勤の男性43. 2%、女性37. o%、家族の女性27. 8Xで、EKG異常
の頻度は常勤の男性31. 7X、女性29. 6%｡ 家族の女性21. IXであった。またlo歳以上の高齢者

の大動脈硬化の頻度は常勤の男性53. n 、女性36. ≪、家族の女性27. 8!liで、EKG異常の頻度

は常勤の男性54. 5%、女性UA% 、家族の女性21.1%であった。以上から、常勤の職を持つ女
性の動脈硬化の出現率は動脈の大小に関わらず常勤の男性と家族の女性との中間の数値で

あることが示された。

考察　女性は動脈硬化の進展が遅いといわれるが、これは男女の日常生活の違いによる
部分も大きく、女性でも常勤の仕事があると動脈硬化になりやすくなると見られた。この

ことは高齢者の生活での健康とProductivityに新しい問題を提起するものと考えられる。

I Tp-14(P) 老人ホームにおける衣生活及びおしゃれ行動
○小林茂雄＊　杉山真理

(＊共立女大)

【目的】高齢化が急速に進行しつつあり、高齢者の生活上の諸問題はますます重要になっ

てきている。老人ホームでの生活上の問題に焦点をあて、入居者の生きがい観や情動の活

性化、衣生活の在り方などについて、施設側の人々がどのように考え、また実状はどうか
をアンケート調査を通してとらえ考察した。

【方法】入居者の介護の程度により、①特別養護老人ホーム、②養護老人ホーム、③軽費

老人ホーム、各200 施設の合計600 施設に対して、1996年12月初旬に郵送調査法によるア

ンケート調査を実施した。なお、調査票の回収率は全体で77％であった。調査内容は、①

施設の環境づくりへの配慮、②生きがいを与えるための活動、③入居者の衣服の調達・選

択・廃棄、④日常着と寝衣の区別、⑤着替えの実状と着替えの自立、⑥入居者のおしゃれ

行動へのアドバイス、⑦おしゃれ行動と情動の活性化への考え、⑧入居者用衣服に必要な
条件、などである。

【結果】興味のあるいくつかの点について述べる。生きがいを与えるために「美容師など

を呼んで入居者に化粧をする」は約20％が実施していたが、「ファッションショーをする」

は約5 ％であった。おしゃれ意識は情動の活性化に効果があると90％の施設が回答してお
り、また化粧や衣服のおしゃれ行動へのアドバイスは48％が行っているが、この割合は軽

費に比べて、特別養護・養護の方が多かった。定期的な着替えは54％の特別養護が実施し
ていたが、軽費では85％が本人の自由にしていた。また、着替えの自立に向っての行為は、
特別養護で51％、養護で39％、軽費で10％が行っていると回答していた。
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